


















 

「幼若児に見られるビタミンK欠乏性出血素因に関する研究班」では,初年度は発現頻度,

臨床病態につき調査研究を行ない,昨年度は潜在性ビタミン欠乏状態のスクリーニングを

とり上げ共同研究を行なってきた。今年度はビタミン K2 内服による本症の予防につき共同

研究を行なった。 

 各個研究としては,長崎県下における乳児ビタミンK欠乏症に対するビタミンK予防投薬

の効果,静岡県下における行政的予防の一試案,病因解析のためのビタミン K1 の吸収,糞便

中の VK 含量の測定,PIVKA－Ⅱおよび IX の検討,ヘパプラスチン・テスト(Hpt)値よりみた

母児相関などにつき研究を行なった。 


